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北海道印刷工業組合札幌支部
平成29年度通常総会

《開会の辞》
司会の西山副支部長が開

会を宣言され、平成29年度
通常総会を開催された。
まず初めに、今年１月にや
まざき総合印刷の佐藤隆久
さまが急逝されましたの
で、総会を始める前に物故
者のご冥福をお祈りいたし
ました。

《支部長挨拶》
＜岸支部長＞

皆様、お忙しい中お集まりいただきましてありが
とうございます。

昨年１年間のご報告と今年度の事業の計画を本日
みなさんにお話ししたいと思いますので皆様、本日
はよろしくお願いいたします。

《定数報告》
組合員総数　　　41社
議決権総数　　　41社
出　席　数　　　46社（委任状15社）
有効議決権　　　47社
議決権に対して100 ％

印刷工業組合規約により、３分の２以上になりま
すので、本総会は成立致しますことを、ご報告致し
ます。

《議長選出》
株式会社ヒロミ産業
代表取締役 大和繁樹

第１号議案
平成28年度事業報告に関する件

＜岸支部長＞

平成28年度の事業を報告させていただきます。
昨年度は、これまで以上に我々印刷産業を取り巻く
環境が社会・経済構造の変化により既存需要の縮小
が進み、益々変革を求められる一年だったと思いま
す。こうした中、札幌支部として様々な機会を作り
組合員の皆様のお役に立てるよう役員一同努めて参
りました。これまで23回にわたり開催されてきまし
た、北海道情報・印刷産業展を当支部が中心となり

「HOPE」と名称を変え内容も機械展示のみならず、
数多くのセミナーを開催し皆様の会社経営や営業活
動、機械メンテナンスのお役立ちができるような学
びの場としてご提供致しました。
「くみたて～る」事業では、札幌市私立幼稚園連合

会様のご協力のもと、切り取って遊べるペーパーク
ラフトや自由に色をぬって遊べるぬり絵、お絵かき
のページなどで作られているフリーペーパーを札幌
市内の幼稚園（約135カ所）に通う幼稚園児25,000
人に第３号まで発刊し、配布いたしました。手や指
を使うことは、脳に刺激を伝え、幼少期の発達を促
すといわれています。お子さんたちが自由な発想で
楽しく遊びながら個性を伸ばしてほしいという想い
から事業化しています。創刊号では募集したコン
テストにたくさんのご応募を頂き、その中で保護者
の方からお礼のお手紙もいただき「くみたて～る」
を子供たちが楽しんで遊んでいる様子が書かれてあ
り、この事業で喜んでくれているお子さん達がいる
ことが分かりました。本年２月には支部例会を開催
し、懇親会と交流の場といたしました。また、プリ
ンティング札幌を毎月発刊し皆様に知っていただき
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たい情報をできるだけ多く掲載いたしました。時代の
変遷に伴い、より多くの情報がスピーディーにお伝え
できるよう、我々執行部一同で努力して参りました。
これらの取組みが、微力ながら皆様の会社経営の一助
になれば幸いです。

３ページ目以降は、開催した会議等々のご報告に
なっておりますので、ご確認いただければと思いま
す。では、委員会の報告を各委員長からしていただき
ます。

《各委員会報告》
経営革新・マーケティング事業委員会

＜矢吹委員長＞

経営革新・マーケティン
グ委員会では、さきほどご
紹介いただきました「くみ
たて～る」、こちらの事業
を前年度から立ち上げまし
て、先日第３号を配布する
ところまで行きました。収
益としてはそれほど上がってはいないのですが、保護
者の方ですとか、協賛企業さんでけっこうファンもつ
いていただいていまして、だんだんと軌道に乗ってき
たかなという状況です。２番目として「印刷の月」へ
の事業の取り組みということで、こちらも「くみたて
～る」とモエレ沼花火大会とコラボいたしまして、幼
稚園児に花火の絵をかいてもらうという事業を印刷の
月として行いました。結果、200名くらいの花火の絵
が集まりまして、それを東急百貨店に展示させていた
だきまして、市民の皆様にも見ていただけるように
行いました。あと、PODメーカー見学バスツアーで
は、４メーカー様にご協力いただきまして、各社をバ
スで回ってしっかり見学を行ってきました。

環境・労務事業委員会

＜大和委員長＞

全印工連のCSR認定制度
のご紹介と認定制度の募集
のご案内をさせていただき
ま し た 。 ま た 日 印 産 連 で
行っているＧ・Ｐグリーン
プリンティング認定制度の
ご紹介とあと、プリンティ

ング札幌に労務系の法改正のものはその都度情報が入
り次第掲載させていただいたというのが報告となりま
す。

組織・共済事業委員会

＜前田委員長＞

１番に平成27年度分会計
監査を行いました。２番目
の第15回親睦パークゴルフ
大会は、組合員・家族併せ
て28名の参加で行いまし
た。３番目の第30回親睦ボ
ウリング大会は、組合員・
賛助会員併せて24名の参加で行いました。４番目の
平成29年札幌支部例会は組合員・賛助会員併せて60
名の参加で行いました。以上です。

教育・研修事業委員会

＜西山委員長＞

１番、DTP検定説明会を
平成28年11月18日に行いま
して実技試験を翌29年１月
28日に行いました。学科試
験は29年２月５日に行なわ
れております。２番のペッ
トボトルキャップの収集は
総重量17.5㎏、個数にして7,525個分寄付させていた
だきました。あと、プリンティング札幌を484号～
495号を毎月発行してきました。

青年部事業委員会

＜岡部委員長＞

青 年 部 と い た し ま し て
は、①、②、⑥、⑦番は全
青協の正副議長ということ
で委員長のわたくしが参加
してきました。③、④は28
年９月24日に第22回青年印
刷人フォーラムと全国青年
印刷人協議会北海道ブロック協議会ということで開催
させていただきました。コミュニケーションとイノ
ベーションをテーマにした内容で行いまして、14名
の参加者で開催されました。⑤、全印工連の文化典
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があった翌日に全青協、これは各県の青年会の代表者
会議ということでブロック単位ではなく各県の47都
道府県ですね、３つほどはないのですが、そこの代表
者が集まって会議を行ってきました。⑧、第30回全
国青年印刷人協議会全国協議会ということで、30回
記念ということで過去10年間の歴代議長さんをお招
きして壇上でフリートークをしていただという、これ
からの印刷業に関してお話していただき、その進行役
を岸支部長になっていただき大変盛況な会になりまし
た。

第２号議案
平成28年度収入支出決算報告に関する件

組織・共済事業委員会

＜前田委員長＞

平成28年度収入支出決算報告書。財産目録、資
産の部、現金11,897円、預金４口座で4,659,097
円、前払負担金492,000円、未収金62,300円、電話
加入権130,784円、差入敷金169,800円。資産合計
5,525,878円。負債の部、前受金負担金492,000円。
負債合計492,000円。差引正味財産5,033,878円。続
きまして９ページの貸借対照表ですが、財産目録の写
しでありますのでご覧になっていただきたいと思い
ます。損益計算書につきましても次のページの予算
対比表で説明いたしますので割愛させていただきま
す。11ページ目、平成28年度予算決算対比表、収入
の部。大きいところだけまず読み上げます。そのし
たにそれぞれの内訳が書いてございます。１．賦課
金収入。予算額9,320,400円に対し決算額9,308,400
円。２．入会金収入、予算額70,000円に対し決算
額20,000円。３．事業収入、予算額2,900,000円に
対し決算額6,790,220円。４．事業外収入、予算額
０円に対し決算額47,570円。５．寄付金収入、予

算額、決算額ともに０円。６．移転補償金、予算額
1,760,000円に対し決算額1,306,400円。合計、予算
額14,050,400円に対し決算額が17,472,590円となっ
ております。12ページ支出の部ですが、説明をする
前にお詫びと訂正を申し上げます。１の事業費のと
ころで対比のところが３か所ほど間違っていました
ので、後日正しいものを送らせていただきます。申
し訳ございません。１番事業費。予算額2,320,000円
に対し決算額6,311,891円。その内訳として、経営革
新・マーケティング事業委員会が予算額100,000円に
対して決算額313,300円。対比が＋213,300円。２番
目広報誌が予算額700,000円に対して決算額676,074
円。対比が－23,926円。３番目環境・労務事業委員
会が予算額100,000円に対して決算額０円。対比が
－100,000円。４番目組織・共済事業委員会が予算
額800,000円に対して決算額873,208円。対比が＋
73,208円。５番目教育・研修事業委員会が予算額
100,000円に対し決算額０円。対比が－177,230円。
６番目青年部事業委員会が予算額100,000円に対し決
算額０円。対比が－100,000円。７番目印刷の月事業
費が予算額420,000円に対して決算額185,552円。対
比が－234,448円。８番目くみたて～る事業費が去年
から始めた事業ですので、予算額０円に対して決算額
4,263,757円。対比が＋4,263,757円。ですので対比
のところで経営革新・マーケティング事業委員会、教
育・研修事業委員会、印刷の月事業費の３か所が間
違っておりましたので、後日訂正したものを郵送させ
ていただきます。申し訳ございませんでした。続き
まして２番負担金。予算額5,489,000円に対して決算
額5,418,800円。対比が－70,200円です。３番事業間
接及び一般管理費。予算額4,691,400円に対して決算
額4,396,645円。対比が－294,755円。４番法人税・
消費税。予算額が50,000円に対して決算額93,570
円。対比が＋43,570円。５番移転諸費用。予算額が
1,500,000円に対して決算額935,451円。対比が－
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564,549円。小計、予算額14,050,400円に対して決
算額17,156,357円。対比が＋3,105,957円。当期剰
余金が316,233円。合計が予算額14,050,400円に対
して決算額が17,472,590円。対比が＋3,422,190円
です。

監査報告

＜林下監査役＞

それでは監査報告を申し上げます。13ページを見
ていただければ監査の意見書として書いてありますけ
れども、読み上げさせていただきます。平成29年４
月７日、支部長より提出されました平成26年度事業
報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び決算
書の各事項の調査をいたしましたところその結果すべ
てにおいて正確かつ適正であることを認めます。

第３号議案
剰余金処分（案）に関する件

＜岸支部長＞

13ページに記載してありますとおり、次期繰越金
といたしまして5,033,878円を繰り越したいというこ
とでご提出させていただきます。

第４号議案
平成２９年度事業計画（案）に関する件

＜岸支部長＞

ご平成29年度事業計画案を皆様にご提出させて頂
きます。今年度も引き続き、組合員の皆様に有益かつ
実効性のある情報のご提供に努めて参ります。人材育
成の観点からオフセット技能検定のみならず、昨年度
より全印工連主導で再開されたDTP技能検定の受験

啓発に努めて参ります。全印工連「2025計画」は支
部長の立場として、道内各官公庁や関係各団体、各金
融機関へ出向き我々組合の取組みを広く知っていただ
く活動を行い、理解と協力を求めて参りました。今年
度は、更なる普及及び啓発活動を行います。今年度も
昨年に引き続き「HOPE2017」が９月に開催され、
各種印刷機械展示と数多くセミナーを開催し皆様のお
役立ちができるような学びの場としてご提供する設え
と致します。今回も皆様の積極的なご参加をお待ちし
ております。また、「くみたて～る」も昨年に引き続
き経営革新・マーケティング委員会が主管となり事業
を進めて参ります。そして今年は７月に北海道情報・
印刷文化典旭川大会が開催されます。是非、全道組合
員の交流の場としてご参加ください。札幌支部として
も支部例会の開催を各員会で実施して参ります。こち
らにも皆様のご参加をお待ちしております。引き続き
皆様のご理解とご協力の程、どうぞよろしくお願いい

たします。

経営革新・マーケティング事業委員会

＜矢吹委員長＞

事業継承セミナーの開催、経営イノベーションの支
援、マーケティングセミナーの企画立案につきまして
は全印工連の動きから北海道、札幌市でも同じように
やっていきます。事業承継セミナーに関して６月９日
の地区協議会で、これは北海道のほうになるのです
が、こちらでセミナーを開催する予定になっておりま
すので、ぜひご参加の程よろしくお願いいたします。
「くみたて～る」に関しまして引き続き行っていきま
して、次の予定が７月10日、その次が11月27日で第
４弾、第５弾と発行する予定で今動いております。ま
た印刷の月事業への取組みということでこちらもまた

「くみたて～る」のほうと組み合わせて行っていきた
いと考えております。

環境・労務事業委員会

＜大和委員長＞

昨年に引き続き全印工連のCSR認定募集の案内、周
知をしていきたいと思います。また環境のほうではも
ちろんグリーンプリンティング認定制度のご紹介はも
ちろんなのですが、法改正等々ありましたものにつき
ましてはプリンティング札幌に載せる等皆さんに情報
を随時発信していきたいと思います。
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組織・共済事業委員会

＜前田委員長＞

１番目に第16回パークゴルフ大会を７月１日に開
催。これは決定しております。２番目に第31回親睦
ボウリング大会を組合員及び従業員家族の皆様で来年
の１月に開催をしたいと思います。３番目、札幌支部
例会を昨年同様来年の２月に開催したいと思います。
４番目が新しい取組みなのですが、札幌青年印刷人の
会、全国名が緑友会という任意団体なのですが、年間
２回ほど合同例会を開催したいなという想いがあって
予定を入れました。５番目組合加入促進運動、６番目
共済加入キャンペーンの実施（プリンティング札幌に
同封・掲載）７番目印刷の月への協力、８番目未納賦
課金回収促進、９番目予算・決算等財務報告、10番
目平成28年度分会計監査という予定であります。

教育・研修事業委員会

＜西山委員長＞

１番、例年同様プリンティング札幌を継続して発行
していきたいと思います。２番の経営情報の「見える
化」による収益改善の啓発を行っていきたいと考えて
おります。３番、社員教育プログラムの研究。４番、
制度教育事業の実施および改善・改革で１．印刷営業
講座・印刷営業士認定試験の実施支援。２．印刷生産
技術講座・印刷生産士認定試験の実施支援。３．営業
士、管理印刷営業士フォローアップ教育の推進。４．
オフセット印刷技能検定の推進。５番目、全印工連特
別ライセンスプログラム事業の推進。６番、DTP検
定の実施・運営。７番、全印工連2025計画の普及・
啓発を行ってまいります。

青年部事業委員会

＜岡部委員長＞

昨年同様、青年印刷人フォーラム、全国青年印刷人
協議会北海道ブロック協議会の開催させていただこ
うと思っております。今年はまたテーマが「コミュ
ニケーション・イノベーション」ということで、先
日なのですが、全国中小企業団体中央会の青年部も
全国組織であるのですが、そちらのほうの総会で、
こちらから何か一緒にできないかというのをお願い
していまして、そちらの総会で承認されたというこ
とで、ブロック協議会と青年印刷人フォーラムに参
加して頂いたり何か事業が一緒にできないかという

ことを模索していこうと思っております。３番、第
31回全国青年印刷人協議会全国協議会への参加。
４番、PRINTNEXT2018への参加ということで、
PRINTNEXTは２年に１回なのですが、全青協と先ほ
ど話していた印刷緑友会とジャグラの青年部スペース
21と青年部３団体で行うイベントで来年の２月10日
に大阪で開催されることが決定しております。こちら
には載っていないのですが、青年部事業の活性化を
行っていきたいなと考えておりまして、月１回、セミ
ナーと懇親会をやるような例会を継続して開催してい
ければなと考えていて、今、いろいろとメンバーを
募っている途中でございます。経営者、幹部候補の若
い方が会社にいらっしゃいましたらぜひ紹介していた
だきお声がけさせていただければと思いますのでよろ
しくお願いします。

５号議案
平成２９年度収入支出予算（案）に関する件

組織・共済事業委員会

＜前田副支部長＞

第５号議案、平成は29年度収入支出予算（案）、
収入の部　１、賦課金収入、決算額が9,308,400
円、予算額9,325,000円。２、入会金収入、決算額
が20,000円、予算額50,000円。３、事業収入、決
算額6,790,220円、予算額7,300,000円。４、事業外
収入、決算額47,570円、予算額0円。５、寄付金収
入、決算額０円、予算額０円。６、移転補償費、決
算額1,306,400円、予算額０円。７、剰余金取り崩
し、決算額０円、予算額500,000円。合計、決算額
17,472,590円、予算額17,175,000円。続きまして19
ページ、支出の部。１、事業費、決算額6,311,891円
に対して予算額6,710,000円。２、負担金、決算額
5,418,800円に対して予算額5,412,200円。３、事業
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間接及び一般管理費、決算額4,396,645円に対して
予算額4,502,800円。４、北海道情報・印刷文化典
旭川大会、決算額０円に対して予算額500,000円。
５、法人税・消費税、決算額93,570円に対して予算
額50,000円。６、移転諸費用、決算額965,451円に
対して予算額０円。小計が決算額17,156,357円に対
して予算額17,175,000円。当期剰余金を合わせまし
て、合計、決算額が17,472,590円に対して予算額
17,175,000円となっております。

質疑応答

今井社長（展文社総合印刷）

「くみたて～る」事業のところで予算額450万円、
決算額450万円と収入支出ともに450万円となってい
ますので、別項目か何かにして内容をくわしく表にす
るなどできないでしょうか。

矢吹委員長（経営革新・マーケティング事業委員会）

こちらは別項目にすることはできます。すべてか
かっているもの収入、支出ともに出ております。です
が、こちらの450万円というのも、第２回までの数字
だと思うのですが、正直言うと、まだ赤字の部分もご
ざいまして、すこし調整した部分もあります。

今井社長

450万円と金額も一番大きいので、その辺をくわし
く記載したほうがいのではないか。

矢吹委員長

こちらのほうは出させていただきます。

岡部会長（北陽ビジネスフォーム）

役員をずっと続けていたのですが、役員の時にでき
なかったことで、やはり札幌市の最低価格の徹底をぜ
ひ実現させてほしい。今、札幌市の一般印刷にしても
ビジネスフォームにしてもめちゃくちゃな値段をある
１社が出してということがあるんです。最低価格制度
を全国で一番最初にやったというのが北海道だったの
ですが、札幌市に対しては、なかなか我々が行動を起
こしても顔が利かなかったり、岸支部長は、そういう
ところに顔が利くという人脈をもっておられると聞い
ていますので、ぜひ今年そういった動き方をしていた
だいて、なんとか最低制限80％なら80％で結構です

からそういう動きをしていただければ組合員の方がた
も非常に助かるのではないのかなあと思いますので、

ぜひ挑戦していただけたらなと思います。

岸支部長

なかなか答申をしても実現しないというのが我々の
諸先輩からの取組みの中で続いていると思いますが、
私も札幌支部の支部長という立場で商工会議所を通じ
てまずは経済局のほうにアプローチをしています。な
かなか我々だけで行っても話も聞いてくれないという
ところがあって、ここはやはり商工会議所のお力をお
借りしながら取り組んでいるということと、あと副市
長と人脈があったので、副市長には答申はしていま
す。聞く耳は持っていただいているのですが、なかな
か経済部という経済局マターになってしまっていて、
そこがなかなかうんと言ってくれないというところも
ありますけれども、取組みとしては、引き続き、しっ
かり支部長という立場で取り組んでいくということで
すのでよろしくお願いいたします。

岸支部長

まずは、お詫びといいますか、印刷屋のくせに、大
事な総会議案書がこれだけ誤植だらけというのは不徳
の致すところでございまして、お詫び申し上げます。
申し訳ございませんでした。ご報告が２点ほどござい
まして、この総会の前に北印工組のほうの理事会が
あって、そこで承認されましたが、札幌支部に１社新
規加入がありましたのでご報告をします。㈱クリエイ
テブハグさんというところで、中央区南２条東２丁目
に会社がございます。４月１日から加入ということで
理事会のほうで承認されましたのでご報告させていた
だきます。

全印工連の事業なのですが、経済産業省のほうから
コンテンツ産業強化対策支援事業という知的財産を、
我々中小印刷会社が特に官公庁とかにキャラクターを
作ったりとかチラシを作ったりとかやっても例えばそ
れがそのままポスターに転用されてしまったりとかそ
のキャラクターが同じようにウエブのほうに行ってし
まったりとか、なかなか知的財産を守っていただけな
いという現状があって。中小企業庁のほうに働きかけ
を全印工連のほうでしていたのですが、なかなか動い
てくれないというのもあって経産省のほうに話をもっ
ていって、じゃあそういう支援事業をやりましょうと
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いうことになって、昨年１年間かけて各主要都市、札
幌ですとか福岡ですとか、そういったところにヒアリ
ングをされました。札幌からは岩橋印刷さん、アイ
ワードさん、弊社正文舎がヒアリングを受けて、いろ
んな今の現状がどうなっているのかというのを聞き
取り調査をしました。その成果といいますか、これは
４月12日の日経新聞朝刊に載っていたので、ご覧に
なった方もいるかもしれませんが、一応経済産業省の
ほうから政府のほうにこの話をもっていってもらって
官公庁や自治体による印刷物などの発注について受注
した中小企業の著作権保護を強化するということにな
りました。今年の７月が８月の夏と言っていますの
で、こちらのほうが政務機関とか自治体、我々で言う
北海道庁とか先ほどお話にあった札幌市役所ですと
か、あとは国立大学法人。こちらのほうにきちんと契
約方法に関する政府の基本方針というのを７月か８
月に示しますと。改定は強制させるということになっ

ていますので、今の７月とか８月というのに先立っ
て、経産省ですとか、今お話しした中企庁なども関係
省庁のほうから内部の発注マニュアルをすべて見直し
て、今お話ししたような著作権、知的財産権の保護を
確実にするようにという取り組みが成就したというこ
とをご報告いたします。これも全印工連主導というこ
ともありますけれども、先ほどお話したような、「ポ
スターで使ったもののデータをよこしなさい」。そし
てそのデータをそのまま例えばホームページ屋さんに
渡して、そのまま転用されてしまうということ、当た
り前といえば当たり前ですけれども、きちんと是正を
するということは組合にとっては大変なメリットとい
うところもあります。ただ、組合員だけがそういうと
ころに恩恵を受けるということではありませんけれど
も、我々としてそういう取り組みを行って成就をした
というところを皆さんにご報告いたします。
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平成29年度 通常総会議案書の訂正について
平成28年度予算決算対比表に誤りがありましたのでお詫びするとともに訂正いたします。
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くみたて～る事業報告

札幌支部 経営革新・マーケティング事業委員会で行っている事業の『くみたて～る』が４月17日に

第３号を配付致しました。

今回は各幼稚園にご挨拶を兼ねて協力者全員で手分けして納品に伺いました。

中には大変喜んでくれて、お礼の言葉を言われる事も多々ありました。

３回目の配布となり「くみたて～る」の認知度は上がってきているなと感じております。

くみたて～る３号配布しました！
前回ご報告したように第3号から「くみた

て～る」のホームページが出来た為、WEBを

使ったコンテストを取り入れてみました。

過去２回、郵送で送ってもらっていたので

手軽にできるようになった分たくさんの応募

を期待しております。

また、内容に関しても、より良いものを作

れるようくみたて～る事業委員会で集まっ

て、アイディア出しながら取り組んでおりま

す。

組合員の皆様も是非ご活用下さいます様、

宜しくお願い致します。

経営革新・マーケティング事業委員会より

本日は配布済みの３号をお届けさせて頂きました。
とても好評が良く、良い結果も出ております。
７月号の申し込みは５月31日が締め切りとなっております。
ぜひご検討よろしくお願いします！
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平成29年度全道合同委員会・全印工連上期
北海道地区印刷協議会の開催について

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
平素は、組合事業推進に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。　
さて、平成29年度全道合同委員会・全印工連上期北海道地区印刷協議会を下記により

開催します。
ご多用中誠に恐縮に存じますが、ご出席くださいますようご案内申し上げます。

敬　具　

記

１．日　時　　平成29年６月９日㈮
13：00 ～15：00　全道合同委員会・上期北海地区印刷協議会
15：15 ～17：00　経営者研修会

 　〔印刷業界のための事業承継・M&Aセミナー〕
17：15 ～18：30　情報交流会（懇親会）

２．会　場　　ガーデンシティ札幌駅前
（札幌市中央区北２条西２丁目19番地 TKP札幌ビル
電話 011‐252‐3165）

３．内　容　１．全道合同委員会・上期北海道地区印刷協議会
⑴ 理事長あいさつ
⑵ 全印工連あいさつ
⑶ 全印交連ダイバーシティ推進委員会について
⑷ 全印工連事業報告
⑸ 理事長業界現況説明
⑹ 各委員会の活動内容説明
⑺ 質疑応答・意見交換

２．経営者研修会
⑴ 委員長あいさつ
⑵ 研修会

 「印刷業界のための事業承継・M&Aセミナー」
 講　師　 山田ビジネスコンサルティング株式会社　担当者　

４．情報交流会（懇親会）費　５,０００円（当日、会場で申し受けます）

※出・欠のご都合を５月25日㈭までにFAX（011‐595‐8072）へご返信ください。
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平成29年度 第１回経営者研修会のご案内
～印刷業界のための事業承継・Ｍ＆Ａセミナー～

平素は、組合事業推進に格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
平成29年度第１回経営者研修会を右記により開催します。
印刷市場の減少に伴い競争激化が予想される本業界では、効率化追及のための業界再編、脱印刷志

向の業態転換が起こることが予想されます。2015年から相続税の増税もスタートし、純資産が厚い傾
向にある印刷事業者は、株式承継に伴う相続税・贈与税についても本気で何らかの対策を講じなけれ
ばならない時代になっています。本業界では、将来を見据えた事業の取捨選択・見極め・事業承継の
視点を含めた検討が重要です。

中小企業の事業承継のやり方は、後継者がどのような属性かによって「親族内承継」、「役員・従
業員への承継（MBO・EBO）」、「第三者への承継（M&A）」と大きく３種類に分かれます。親族
内承継を検討するなら、後継者の育成期間を考慮した上で株式および経営権をどのタイミングで引き
継げばよいかを検討することが必要です。役員や従業員など社内の人材から選ぶなら株式の取得資金
が大きな課題になります。第三者への承継を考える場合は、自社の価値を精査し、売却先への希望条
件を整理しておく必要があります。事業承継はどの方法を選んだとしてもそれぞれ課題があります。
その課題を事前に把握し、早いうちに対策や解決方法を考えることが必要です。

この課題に対応するため、全印工連では、長年にわたり数多くの企業の事業承継を支援してきた山
田ビジネスコンサルティング株式会社と業務提携を行い、同社内に「事業承継支援センター」を設置
しました。

そこで、業務提携先である山田ビジネスコンサルティング株式会社から講師を招き、「印刷業界の
ための事業承継・M＆Aセミナー」として、事業内容と事業承継の概要を解説いただきます。

是非、この機会に多数の方々のご参加をお待ちしています。

記

１．日　　時　　平成29年６月９日㈮
研修会　15：00～17：00
懇親会　17：15～18：30

２．会　　場　　ガーデンシティ札幌駅前
（札幌市中央区北２条西２丁目19番地 TKP札幌ビル　電話 011‐252‐3165）

３．講　　師　　山田ビジネスコンサルティング株式会社　担当者
４．受 講 料　　無　料
５．懇親会費　　５,０００円（当日、会場で申し受けます）
６．主な内容　　① 印刷業界での事業承継・M&Aの重要性

② 事業承継の全体像と事例検討
③ M&Aの全体像と事例検討
④ 「事業承継支援センター」事業の紹介

７．申込方法　　受講申込書に必要事項をご記入の上、FAX（011－595－8072）　　　
　　　　　　　　へお送りください。
８．申込期日　　平成29年５月25日㈭



13May, 2017

組織・共済事業委員会より
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/

札幌市北区北7条西2-8-1 札幌北ビル
TEL： 011-700-5505　FAX： 011-700-5532

リコージャパン株式会社

ビジネスを変革する
この表現力
ホワイトやクリア印刷を可能に

新組合員紹介

編集後記

平成 29 年度札幌支部通常総会も無事終了

いたしました。今年度最大のイベント「北海道

情報印刷文化典旭川大会」が７月に開催され

ます。みなさまふるってご参加くださいませ！

札幌支部　事務局　五十嵐

㈱クリエイティブハグ
代表者　小　山　哲　司
〒060-0052　札幌市中央区南２条東２丁目1-1　エクセレントハウス東301
電話 011-299 -6903 　FAX 011-299 -6904






